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平成３０年度 事業報告概要 

１ ＵＴＭＳに関する調査、研究及び開発 

(1) ＵＴＭＳの発展に資する研究開発 

ア 総合デザインシステム関連の検討 

(2) ＵＴＭＳの高度化と要素技術の開発 

ア 高度交通管制システム関連の研究開発 

(ｱ) 信号制御高度化の調査研究 

(ｲ) ＰＩＣＳ高度化の調査研究及び実証実験 

(ｳ) 高度化光ビーコン関連の研究開発 

(ｴ) ネットワーク関係実証実験 

イ プローブ情報活用関連の研究開発 

(ｱ) プローブ情報を活用した信号制御評価実験 

(ｲ) プローブ情報活用関連の検討 

(ｳ) 車車間通信データの活用等に関する調査研究 

ウ 路車協調システム関連の研究開発 

(ｱ) ＤＳＳＳに関する地域実証実験 

(ｲ) ＴＳＰＳの運用改善 

(ｳ) 自動運転に向けた信号情報提供及び信号制御に関する調査研究 

(ｴ) 実用化・標準化に向けたドキュメントの整備 

(ｵ) 地域における普及への取り組み 

 (3) ＵＴＭＳの費用対効果に関する調査研究 

  (4) 運転免許証ＩＣカードの互換性等に関する調査研究 

 (5) 緊急通報サービスに関する調査研究 

 (6) 灯器の視認性向上に関する調査研究 

  (7) その他 

ア 技術サポートの実施 

イ 人口知能を活用した交通信号制御に関する研究開発 

 

 

 

 

 

 



 

 

2 

 

２ ＵＴＭＳに関する国内外における標準化の推進 

(1) 標準規格委員会によるシステム・機器の標準化に関する提言及び規格の制定 

ア システム及び機器の標準化の推進 

(ｱ) 上位装置関連文書の標準化 

(ｲ) 端末装置関連文書の標準化 

(ｳ) ＩＴＳ無線路側機関連文書の標準化 

(ｴ) 信号情報活用運転支援システム検討提案書の標準化 

イ 協会活動に関連する共通システムの検討 

(ｱ) ガイドラインの見直し 

(ｲ) Ｕネット（ＴＥＮＧシステム）関連 

(ｳ) 交通管制用語集 

(2) 国際標準化会議等への参画と提案 

ア 国際標準化機構(ＩＳＯ)の標準化審議への参画と提案 

イ 国際電気標準会議（ＩＴＥ）への参画と提案 

 

３ ＵＴＭＳに関する知的所有権の保有及び管理 

「一般社団法人ＵＴＭＳ協会知的財産権取扱規程」（以下「規程」という。）第４条２

項の規定により、必須の特許権等の有無の確認及び声明書の提出を各社に要請したが、

声明書の受理はなかった。 

 

４ ＵＴＭＳに関連する国内外の機関、団体等との交流及び情報交換 

(1) 国内の関係機関及び団体等との交流及び情報交換 

ア ＵＴＭＳセミナー２０１８の実施状況 

平成３０年１１月８日（木）、国際連合大学 ウ・タント国際会議場 

ＵＴＭＳ協会会員、警察庁、大学関係者、国の機関等。参加 305 名 

イ 関係機関、団体等との交流及び情報交換 

(2) 国外の関係機関、団体との交流及び情報交換 

ア 第２５回ＩＴＳ世界会議コペンハーゲン２０１８ 

平成３０年９月１７日（月）～９月２１日（金）、デンマーク コペンハーゲン 

会議参加者数：１０，０００人超、会議登録者数：２，４００人 

イ 第９７回ＴＲＢ会議 

時期 ：平成３１年１月、アメリカ ワシントンＤ．Ｃ 

会議参加者数：１３，０００人 
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５ 協会の目的達成のために必要な普及等の事業 

(1) ＵＴＭＳに関する展示 

(2) 本協会の活動に資する刊行物灯の発行及び広報資料配付 

ア ＵＴＭＳ機関誌発行（年１回） 

イ ＵＴＭＳニュース発行（年２回） 

ウ ＵＴＭＳ協会ホームページ更新（随時） 

エ ＵＴＭＳ関係リーフレットの更新・増刷 

 


